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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成27年9月10日(2015.9.10)

【公開番号】特開2015-14586(P2015-14586A)
【公開日】平成27年1月22日(2015.1.22)
【年通号数】公開・登録公報2015-005
【出願番号】特願2013-225557(P2013-225557)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  25/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ   25/20     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成27年7月28日(2015.7.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　熱可塑性樹脂からなる絶縁基材（１００）に厚さ方向に貫通する複数の第１、第２ビア
ホール（１０１、１０２）が形成されていると共に、前記第１、第２ビアホールに互いに
異なる金属で形成された第１、第２層間接続部材（１３０、１４０）が埋め込まれており
、前記第１、第２層間接続部材が交互に直列接続された熱流束センサ（１０）と、
　車両に搭載された発熱体（３０）の異常判定を行う制御部（２０）と、を備え、
　前記第１、第２層間接続部材を形成する前記金属の少なくとも一方は、複数の金属原子
が当該金属原子の結晶構造を維持した状態で固相焼結された焼結合金であり、
　前記熱流束センサは、前記発熱体に備えられて前記発熱体と外気との間の熱流束に応じ
たセンサ信号を出力し、
　前記制御部は、前記センサ信号に基づき、前記発熱体と前記外気との間の熱流束が所定
の範囲内から外れているとき、前記発熱体が異常であると判定することを特徴とする車両
用の異常判定装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　すなわち、第１、第２層間接続部材を形成する金属の少なくとも一方は、複数の金属原
子が当該金属原子の結晶構造を維持した状態で固相焼結された焼結合金であり、熱流束セ
ンサは、発熱体に備えられて発熱体と外気との間の熱流束に応じたセンサ信号を出力し、
制御部は、センサ信号に基づき、発熱体と外気との間の熱流束が所定の範囲内から外れて
いるとき、発熱体が異常であると判定する。
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